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1. 乾燥空気の組成（体積比）
乾燥空気の主成分は以下の 3 つです。
窒素N2 約 78.08% 　/酸素O2 約 20.95%　/アルゴンAr 約 0.93%
78.08+20.95+0.93=99.96%
高度 80 km 以下は「均質大気（homosphere）」
地球大気は、成層の仕方によって大きく 2 つに分けられます。
均質大気（Homosphere）：高度約 80 km まで
不均質大気（Heterosphere）：高度 80 km 以上
均質大気では、
対流や乱流によって大気がよく混合されているため、
主要成分の比率が高度によらず一定 です。
水蒸気（H₂O）の分子量は 18 と軽い
一方で乾燥空気の主成分は
窒素（N2）：分子量 28　酸素（O2）：分子量 32　アルゴン（Ar）：分子量 40     　
これらの平均は 約 29。
つまり、水蒸気は乾燥空気より軽い
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乾燥断熱減率が 9.8 K/km になる理由
乾燥断熱減率とは、
水蒸気の凝結が起こらない（＝乾燥した）空気塊が、断熱的に上昇するときの
気温の下がり方
Td=g/Cp
ここで、
g：重力加速度（9.8 m/s²）
Cp：空気の定圧比熱（約 1004 J/(kg·K)）
これを計算すると、
Td=9.8/1.004≈9.8 K/km

ここでは乾燥断熱減率を10℃/kmとして計算

大気の状態曲線の気温減率は
6℃/kmとしている
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「大気上端から射出される長波放射量が“入射する太陽放射量そのもの”と等しい」
という理解は不正確で、正しくは“吸収された太陽放射量と等しい」
というのが正しい放射平衡の考え方です。
あなたが言うように、太陽放射の約 3 割は反射されるので、
入射量＝放射量 だと地球は冷えてしまいます
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①上空（境界層外）では地衡風バランスが成り立つ
風は等圧線にほぼ平行に吹き、中心方向への動径成分はほとんどない
②境界層では摩擦が働き、風が減速する
風は中心方向へ曲がり込む、これが 収束（動径風） を生む
③摩擦による収束が最大になるのが境界層内
摩擦の影響が最も強いのは、地表付近〜高度 1 km 程度の 大気境界層
④収束した空気は上昇し、台風の発達を支える
境界層で強い収束が起こると、空気は逃げ場を失い
上昇流となって eyewall（眼の壁雲）へ流れ込む
これが台風の強い対流活動を維持し、
台風が発達するためのエネルギー源（潜熱放出）につながります。
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(a) 誤り
予報業務の目的・範囲の変更は「届出」ではなく “許可の変更申請” が必要。  
したがって「30日前までに届け出る」という記述は誤りです。（＝そもそも“届出”ではなく“申請”が必要）
(b) 正しい
予報業務の全部または一部を廃止した場合は、廃止日から30日以内に届出が必要。  
これは気象業務法第22条に基づく正しい手続きです。
(c) 誤り
事業所の名称変更は「変更後遅滞なく届出」であり、30日前という規定はない。  
重大な変更ではないため、事前届出ではなく事後届出でよい。

一日当たりの現象の予想を行う時間　人員
八時間以下の時間　二人
八時間を超え十六時間以下の時間　三人
十六時間を超える時間　四人
前項の規定に抵触するに至つた事業所（当該抵触後も気象予報士が一人以上置かれているものに限る。）
があるときは、二週間以内に、同項の規定に適合させるため必要な措置をとらなければならない
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第15条　気象庁は、第13条第1項、第14条第1項又は前条第1項から第3項までの規定により、気象、地象、津波、高潮、波浪及び洪水の警報をしたときは、政令の定めるところにより、直ちにその警報事項を警察庁、消防庁、国土交通省、海上保安庁、都道府県、東日本電信電話株式会社、西日本電信電話株式会社又は日本放送協会の機関に通知しなければならない。地震動の警報以外の警報をした場合において、警戒の必要がなくなつたときも同様とする。
２　前項の通知を受けた警察庁、消防庁、都道府県、東日本電信電話株式会社及び西日本電信電話株式会社の
機関は、直ちにその通知された事項を関係市町村長に通知するように努めなければならない。
３　前項の通知を受けた市町村長は、直ちにその通知された事項を公衆及び所在の官公署に周知させるように
努めなければならない。
４　第1項の通知を受けた国土交通省の機関は、直ちにその通知された事項を航行中の航空機に周知させるように
努めなければならない。
５　第1項の通知を受けた海上保安庁の機関は、直ちにその通知された事項を航海中及び入港中の船舶に周知させるように
努めなければならない。
６　第1項の通知を受けた日本放送協会の機関は、直ちにその通知された事項の放送をしなければならない。

第14条　気象庁は、政令の定めるところにより、
気象、地象、津波、高潮及び波浪についての航空機及び船舶の利用に適合する予報及び警報をしなければならない。
２　気象庁は、気象、地象及び水象についての
鉄道事業、電気事業その他特殊な事業の利用に適合する予報及び警報をすることができる。
３　第13条第3項の規定は、第1項の予報及び警報をする場合に準用する。

第14条の2　気象庁は、政令の定めるところにより、気象、津波、高潮及び洪水についての水防活動の利用に適合する予報及び警報をしなければならない。
２　気象庁は、水防法（昭和24年法律第193号）第10条第2項の規定により指定された河川について、
水防に関する事務を行う国土交通大臣と共同して、当該河川の水位又は流量（はん濫した後においては、
水位若しくは流量又ははん濫により浸水する区域及びその水深）を示して洪水についての水防活動の利用に適合する予報及び警報をしなければならない。
３　気象庁は、水防法第11条第1項の規定により指定された河川について、
都道府県知事と共同して、水位又は流量を示して洪水についての水防活動の利用に適合する予報及び警報をしなければならない。
４　第13条第3項の規定は、前三項の予報及び警報をする場合に準用する。この場合において、同条第3項中「前二項の予報及び警報をする場合は、」とあるのは、
「第14条の2第1項から第3項までの予報及び警報をする場合は、それぞれ、単独で、水防に関する事務を行う国土交通大臣と共同して又は都道府県知事と共同して、」
と読み替えるものとする。
５　第2項又は第3項の規定により予報及び警報をする国土交通大臣又は都道府県知事については、第17条及び第23条の規定は、適用しない
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